












津 村 俊 夫  
北西セム語では、語頭の＊／＼V／が／y／に変化するのが通常である1）。例えば、  
（1）  l東セム語； 北西セム語 南西セム語  








－ Wayna  
の場合、アッカド語（東セム語）やアラビア語・エチオピ7語（共に南西セム  
語）でほ、語頭のWが保持されているのに対して、ウガリト語・へブル語・  
7ラム語等の北西セム語では、苦褐変化の法則   
（2）＊w→y／さ＿  
が働らいている。   
しかしながら、次の諸例にみられるように、上記の法則に従わないで本来の  
Wが保たれている場合がある。   
（3）  ァッヵド語ゥガリト語へブル語アラム語アラビア語エチオピア語  
r侮辱する」 wap瓦邑u（m）2IWp圭   
「そして」の場合、Blalユはへプル語のWaを「前拝辞（enclltic）であって語  




〔123〕   
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していたと考えるわけである4）。   
へプル語の「かぎ」w豆wほ、Blalユが説明するように、おそらく後方のWと  


























wa嵐＿ 昌某誌：盟pe。叫  
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Walまd  語末母音脱落  
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（4）＠ ㍑ば＝W＋yld（不定詞）  
⑮l血♭w＋1d （不定詞）  
⑥ ㍑rgd＝W＋1d （命令形）  
（5）④ 狛ば （名詞）  
⑮ も舶 （動詞Rl＝W，G・受身）  















が起ったとするのである。紋ほ、これと頼似した例としてbd L’inthe hand．”   
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をあげ、   
（9）あd［badl］＜［ba＋yadi］  
と説明する。この Ginsberg の説は、Albright，召aumgartner．Wevers，  
Dahood，Caq一ユOt－Sznycer－Herdner等12）によって受机、れられている。   
しかしながら、（8）のような音韻変化を支持する証拠は、ウガリト語のアル  





彷ツ如＝W＋舛n13）   
（11）wa＋yqtl［yaqtul－］  
という諸例ほ、ⅥraYa→ヽ叫aという背教化の仮説を反証するものである。   
さらに、∂♂の場合は、ユ′dの副次的な形態（byform）14〉である諸に前置詞わ  
がついたものと考えるべきである。   
（12）b＋id＝／ba＋’idi／＞／ba－idi／＞／badl／＝bd  
すなわち、母音間の声門閉止音〔つ〕が喪失する。   
（13）7→〆／V＿Ⅴ  
その結果、a－iという母音連続が生じ、ここにおいて、いわゆるSandhi（連声）  
現象が起って二つの母舌のうち強付音aに iが融合（f11Se）したと考えられ  
る15） 
（14）a－i→a（Sandln）  
現似現象としては、d～去dに関して、   




























但し、 W箪呵W蝕zat（RIR2R3〕  
これらのリストから明らかであるように、「西セム語」のカγグ仇αβひβ抑動詞不  
定詞形は、通常は、   






いえる。   
ところで、（4）㊥の不定詞（yld）と（4）⑮の不定詞（1d）は、その起源が全く  
異なることが、以上の議論からも、推論できるであろう。これら二つの不定詞  
は、いわゆるへブル語における、In丘nitive absolutcとIn丘nitive constr11Ct  
と軒こ対応しているといえよう。   
さて、次にW最に儲する説明として、（4）⑥のように、接続詞（W）＋yldの  
命令形（1d）と分析することが、純粋に形態論上の理由から、可能である。確か   




から判断して、   
（16）1VR乞RB＝W（接続詞）＋R2R8（♪γf〝乙αピッ0β動詞、Rl＝yの命令形）25）  












（5）④ wld（名詞）：“child”（Gordon），“birtll／Geburt”（I）river，Gibson，  
Aartun），“Ein Stammhalter”（wld坤b）（I）ietrich－Loretz－Sanrnartin）26）  
（5）屯）Wld（動詞Rl＝W，G■受身）：Gordon，Gray，Aistleitner，Sauren－  
Kestemont竿灯）。  











































㊦一p－V21lP－V2…，§13・142   








対応する部分であることが明らかである。   
以上の理由により、テクスト（6）の㍑・ばを名詞「子供」等と考える（5）㊥  
よりも、むしろ動詞（か血相β肌㍑）のある形と分析する方が、ウガリト語の詩  




動態（to bel〕Om）なのか、ということになろう。この点を考察するために次  
の諸点に注目したいと思う。   
さて、ウガリト語の動詞句漁り舶＋N＋～～には、理論的には次の二通りの  
解釈が可能である。   











ある。Gordonは、   
（25）“Fol’asonisbornuntO mellke mybrotllerS，  
Even arootlike my kln”  
と訳出していが3）。このツZdを受動態ととることについては、大方の意見の一   
ウガリト語研究（1）  
致がみられるが叫、〆dを   
（26）［y111ida］G，qtl・PaSSive・3・mtS・34a）   
（27）［y凸1ad－1（＜＊yuwald－）G，yqtl．passive・3Lm・S・35）  
のいずれに説明するのかに関しては、明確な答えが与えられていない。   
ここで、当該のテクスト（24）と木質的に同一の統語構造をもつ本文に江口  
したい。‘nt：Ⅴ：11－12ほ次のとうりである。   
（28）如臥朗・灯J．鬼才J研  
［抄如］γ．舶軋α∠γ≠  
このテクストのツ古布は、ほとんどの学者によって能動態（“he gi、re（s）’一）とと  
られているが36）、Gordonは一慣して受動態（“a house be glVen tO Baal’’）  




ならば、その発音（vocalization）は、   
（30）［yutina］G・qtl・PaSSive・3・m・S・   
（31）［yGtan－］87a）（＜＊yuwtan－）G・yqtl■PaSSive・3・m・S・  
のいずれかとなる。   
こんどは、テクスト（28）とほとんど同一の本文に注目したい。51frag∴3－5  
ほ次の如くである。   
（32）静′弗紘J∂‘J．片肌．・●［f］g机・  
ひ如γ・舶沌．・●［戊］∠γf・  
ここでも、Gordonは、動詞を受動態に訳しているが（“That aho11Se be  
givento Baal11kethegods”）38）、㍑・tnがいかなる形態であるのか説明してい  
ない。我々ほ、ここで、テクスト（28）のツ′邦が文脈的にも形態的にもyqtl  
形であると考えられるので、それに対して、テクスト（32）のひg7古がqtl形・  
受動態であると想定したい。すなわち、   
（31）ytn［yatan一］G・yqtl・PaSSive，3皿S・   
（33）wtn［wutlna］G・qtl・PaSSive，3．m・S・  
この点は、音諷論的にも支持されよう。北西セム語であるウガリト語に  
［wutina］形が存在すると主張するためには、音韻法則（2）、即ち   
（34）＊w－すy／さ＿  
に従わないで、本来の少γf刑αβ㍑，αぴ（Rl＝W）が残っているための帯板的な理   
坪 村 俊 夫  




持される、と考えるべきである。このことは、音声学的にも十分支持されが9）。   
以上の議論を整理すれば、テクスト（24）のγgdは、   
（26）［yulida］G．qtl．passive，3．m．s▲   
（27）［yも］ad－］G・）7qtl・paSSil′e・3・nl・S・  
のいずれかに説明することが可能である。そして、（24）と本質「研こ同一の構造  
をもつテクスト（28）のユ血 とテクスト（32）の封漉甘ほ、それぞれ   
（31）［yatan－］G■yqtl・PaSSive・3・m・S・   
（33）［wutina］G．qtl・PaSSive■3・mS■  
と説明することが適切である。   
ここで、テクスト（24）の統語構造  
（23）㊤り朋＋N（s）＋J～「Nが～に生まれる」  











諭的に支持するものである。   











い程案は、弓重く支持されることになろう。   
次に、52：64に注目したいと思う。   
（37）ぴりd］紆型・α卓g■諭せ榊   
このテクストほ、Virollea11dによる初版にもとづくもので、通常うけいれら  




に従ったと注釈して、   
（39）て〟［．（？）］J羞∂‘邦サ虎払す∠γタ  

















を明確にしていく必要があるだろう。   
Viro】1eaⅥdは、1933年に、このテクストの扇［d］を（4）⑥のように接続詞  
w＋命令形Idと分析し、“Etenfante畠aba・nl，（6）Femmed′Etra塾”と訳出   





目的語、♂払f≠γタをその主語とした47）。   
（41）wld＋N〔0）＋N（s）  







呼格50）ととるならば、   
（43）、Vld（受身）＋N（s）＋N（voc．）  
という構文になり、統語論的にも、音韻論的にも閑雅が解消されることになろ  
う。従って改正訳として、   
（44）“The sevenioldhas been bornJO wivesIhave wed．”Sl〉  
を提案したい。  
＊ ＊ ＊   
次のテクストは、128：ⅠⅠⅠ：20（および5，21）   
（45）78一対γあ．7¢JJ♂わ邦Jゐ  
であるが、Gj11Sbergはここでもulldを（4）＠のように、Wa＋ya15－d11と分析  
し∴‘shc conceives andl〕earS‥．”と訳出する52）。これは、DallOOdや  
CaquoトSznycerHerdner等によって受けいれられているが53）、音韻論附こ難  
点があることは上述したとうりである。一方、Aistleitnerは、（4）⑮のように、  






要はない。ウガリト語のgγみは、アッカド語のすβγ～∂思～のように、「～に近づ   
ウガリト語研究（1）  135  
く」、「～に着手する」という意味で55）、当該テクストは、Gordonのように、  
L’Andshe comes to term to t）ear hlmaSOn”56）と訳出する方がより適切で  
ある。   
さらに、このテクスト（亜）のも流言をブ加加灘＝肌闘ととる着たちも少なか  
らず存在する。たとえば、   
（5）④ 7Uld（名詞）“birth／Geburt”（Gray，Driver，Gibson，Aartun）57）   
（5）㊤ wld（動詞、Rl＝W，G．受身）：Sa11renpXestemont58）   
（5）⑥ 乙戯（動詞、Rl＝W，G■不定詞）：Godon59）  
これらの学者はすべて、動詞与扉が、アッカド語ダβγ♂わ仰のように、その日的  





文脈上からは、貯Jdは能動態であることがむしろ望ましい。   
ここで、我々は全く新しい掟察をしたいと思う。紗昆ほ、アッカド語の場合  
のように、D．不定詞［wullud－］“togivebirth（tomany）”であると考える  
ことが出来るであろう。この場合、音韻論的にも、上述の音韻法則   
（35）＊w→W／銅＿u  
をみたしているし、形態論的にも、タγ右グ乃αβひα泌動詞＊ⅥrldのD語幹ほ、アッ  
カド語の法的文書や叙事詩のうちによく認められている。たとえば、   
（46）① 言祝椚チ循ααてか吉J捗刑研か言膵7すZJ爾d椚αα言言α5S祝言gす研椚戊“if a man，  
IlaVing begotten children，divorces hiswife”（Law qFEsh一  
乃視乃乃α§59，Aiv29）  
②［Zgi］gimihullassunuuwallid’’Ihavegivenbirth toal1the  
Iglgi”（RA46，90：47）60）  






トの勧沌巨を工．不定詞［1mllud一］と考えることが文脈的にも、音韻論的にも最   
津 村 俊 美  1p6  
も適切であると思われる。  
＊ ＊ 




wi11blessthee！Bom arethedevourers！”と訳していたが、最近のPLMU  
でほ、テクストを従来とは異なって区分し、次のように訳出している。   
（48）払玖・■26α肋ア乙  
≠みγ崩．・■27紗Jd‘曾ダ椚   
（49）“Golntolabor！．・－Bear the Eaters  





して、いちおう可能性があると思われる。   
筆者ほ、こWll（1979）で、扉dをD．不定詞［w111llユd－〕ととる可能性を示  
し、（47）の本文にもとづいて、L’Theeaterswillblesstllee，giving birth to  
tlle devourers”と訳す試みをした呵。しかしながら、aklmL’caters”と’ggm  
“devolユrerSりとが同一の存在を言回している対語であると考えられるから、こ  
の試訳は不適切である。いまここに、テクストの新しい分析（48）にもとづい  
て再考を試みることにしたい。   
テクスト（4研こおいて、α烏J椚／／′‘ダす7渇であると想定すると、動詞句昂J・〟“Go  
intolabor！Bearl”とtbrkh．ulld“t ”ほ並行的に対応していると考える  
ことが適切である。Gordonほ、tbrkkを、UMCでは＊brk（I））“tobless  
ととっていたが、PLMUでは＊brk“tomake～bendthcknees”（D）と変  





不定詞［ⅥⅢ山一］を想定して、∠∂γ兢の結果として「～を生む」（掛材）と考え   




くことにしたい。   
“Gointolabor！Bear the Eaters！   
Thcy67）wi11make thee bend the knees to bear the DevollrerS．’  
＊ ＊ ＊   
以上の議論をまとめると、ウガリト語紗J♂の解釈には、従来次のようなも  
のがあった。   
Ⅰ① 抑＋ユ′Jd（不定詞）  
② 貯＋揖（不定詞）  
⑨ 肌＋昆（命令形）   
ⅠⅠ① 7〃gd（名詞）  
② 狛ほ（動詞♪γ五椚αβ紗α卿．G．passive）  
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J月■泌 W．von Sode札一利摘郎払血転；ガ加商加ゎ鹿沌馳   
CML2J．C．L．Gibson，Canaaniie且勿ths and Legends，1978■   
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GVG C．Brockelmann．Gru鶴driL3der yeygleichenden Gyammaiih dey semilischcn  
申γαCカβ調．19鵬，1913   
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KTL J，Gray．The KRTTexLi宛thβLiEcratuYe qfRasShamYa，Second edition，   
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（1977），5－133．  
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Tんβ∫♪盲ざ虫 TJT．GasteT．㌻カβ車豆∫：斤ゴ≠ⅣβJ，坤才ゐαク羊d刀γα研αわさメカg月解C壱β閑古入「βαγ  
Easi．Second edition，1961．  
〔㌢  Lな正γf‘壱cα  
（その他の略号を亡、本誌第1号（1976），105（を参照のこと）  
水 本論文は、C・ア▲d・5βゐαq師γ∫βgg5Cか研（＝乙な丘γ慮才グロγ∫Cゐぴプ耶朔11）の拙論‘‘The   
γ∫だ月バタ刀∫ユダ」且ⅣカナV．1VL工）一in Ugarltic”，pp．779－82にもとづいて、具   
体例を補足しつつ．同じ主題について詳論したものである。  
l）S・孔1日scatiβgαJ，月形 ∫粥わ′Odて化如71わ ≠カβ Coタ坤即α如β Gγα服沼αγ げ侮  
∫β椚式≠まcエαチ1g録αgβ∫：劇血血戦＝抽㌃∬呵痛両肌 Wiesbadcn．1969，p．46   
（§ 8・64）：CarlfミTOCkplmann－ Gγ毎瑠♂㌢盲β♂〝リβ曙Jβ盲cん〝刀dβ弗Gγαタ搾机α翫 dβγ  
∫β〃7fg盲占仁兄β糀 卑γαCカβ卯，Ⅰ：Lalコt－11nd F〔〉rme】て1ebre，ちerlin，1908，p．139   
（§49．f，α，）：Joshlja］〕1a11，A GrammaYqfBiblicalHebrew，Wiesbaden．1976，  
p・26（§7．3．1）；CvrllSli．Gordon．リア，p．32（§5・21）等を参腰。  








9）タγ；肌αβひ鍬′ とは、三子音語根（RIR2R。）に還元した時のRlがひα紗であると  
いうことn  
lO）】けⅠ〕ietrich－0・Loretz－J・Sanmarth，’LZu Wl・D‘Gel泊reIl’und’Enabc’in  
Keret－Epos，‖乙rダ8（1976），435－6・  
111H．L．Ginsberg．エ好打，17′40；dⅣEr，144．  
12）M．Dahood．UHP，25；A，Caql10t∴M．Sznycer＆A．Herdner，TO，526，nOte   
l；またW、F、Alt〕dgtlt．J月乙69く195恥387を参照せよ。  
1叫もちろんへブル語では次のようた例が認められるD＊紳1禦＞gaはya＞gaほy＞   
g摘yqg豆隻（坤セ・ウガリト語で軋γはR3の場合でも保持されることがあ  
ろし、約音する場合ほ、ay＞伝となる。Cf，Gordon一打r．§5．18．  
13〉 り′≠7！は、J・C・de Mo叫5アロ且ダβ，150も、Ginsberg－Daboodの説に対抗する  
例として挙げている。  
141DaIlOOd，LWク，§7．6乱  
15－ Sandhi現象については、P・R・EMattb即r5，山九ゆ加J慢つ′＝」乃J五れ元厄頭b花友＝鳳  
仇堅γげ酬m－∫≠mヰC≠㍊γβ．CambI「dge，1974の第ⅤⅠ韓‘Sandhi一（特Fこ112頁以  
下）を参照。なお、ウガリト語におけるSand山現象については、「日本オリエソ   
ウガリト語研究（1）   
ト学会、第22回大会，研究発表要旨（1980年11月23日）於広島大学」を見よ。  












望5〉 セム語全体を通じて、タわ机αg矧αひ（Rl＝Ⅵ7）動詞のRl（W）ほ、命令形でほ脱落  
する。Moscati，JCG5エ，§16，119を参照せよ。  
28〉 Gordon．乙rr，§19．803；Driver，C〃t33．165；Gibson，C〃上．286；Ⅹ．AaThn．  
丑k P俳沼扉射ね‖吾㈲招永短針〃（』0」r21／礼197S，44；DietTicb－Loretz－  
Sanmartin，L7f8（1976）．436▲  
已1）Gordon，UMC，106；Gray，KTL，14；Aistleitner，MKT，92；H．Saul’en－G．  
Kestemont，r’KeTet．Roide 轡ub11r，‖ uF 3（1971），200；Jirkuおよぴ  
Pedersen（T（ブ．526，nO．1を参照）。  




削‖ GoTdon，UT，§19．1969  
31）Dietricll－loretz－Sanma鵬in．乙7ア8（1976），436．  
3日〉 UT，§13．120以下。  




およぴDavid MafCuS．“The qalpassivein Ugaritic”，JANES34（1970－  
7礼103111を参照せよ。  
8研創世記41＝50（ロ1〕⊃，方「か叩rrら1）   
「ヨ∴セフには、2人の子供が生れた」におけるyulad（プアルさrulladではない。う  
のところのdage邑ほ、子音の遼複を示すもの（女汀te）ではたく、厄前の母音を短く  




8BIAistleitner，CaqlユOt－Sznycer－Herdner，Driver，Gibson，Ginsl）erg．de Moor   
（5P汀〃月，110）等。  
∂7）Gordoll．ぴん22エ ロルrC，56；Ur，80：クエルr【7．82  
3T4〉 アマルナ文書にみられるyGdaノn11“given”（EA126：28β≠α7）を参照。Cf．J．   
i－【t 村 俊 夫  














’lHis voiceis glVen hlthe cユo11ds．  
His触slltO tlleland ofllghtning’’．  
並行法の構造は、a－b－C／／b′－C′という一般的なパターソをとり、V－S－adv・ph・／／s′一  
Adv・P】1．と分析される。  
小‖ GorconはUr，買9．48でひgd（128：ⅠⅠⅠ：20）が、“i雨．abs．、柑1まd－”であるか  
もしれないと言っている。ただし、Ⅰむtテクストの榔gdの方は、この時点では不  
定詞ととっていない。  
劃M‖ この箇所についての詳論は、拙著、Tカβrgβγ五≠亙β刀γα椚αイ≠カβGβPdGoお，Ann  
Arbor．1973，8590を参照せよ。  




那り 〝rU，68．  
44｝ ChaTles virollealld，“La naissance des die－1Ⅹ graCieux etl〕eau＝く：  
∫リyia14（1933）．132：ThcodorF・Gastcr，”ACar）aaniteRitt］alDrama：the  
Sprlng Festivalat tJgar】t‖，′dO566（194軋55－57．  
刺‖ Virolleaud，旦りγね14．150，136．  
拙 H・L・GiTLSberg．，，Notes on，theI〕Tith of thc GraciollS andI∋eautiful  
Gods’，”．叩丑＝1935）．60．  
47）RDlユSSalld，＝LesPh血iciensatlNegebetenArabiedIapr色suntextedeRas  
Shamra，”屈方々108（1933）．14：Gordoq Uエ．61二打てげC，97．  
48Iこれはdび旭′五官む粛タイプの統語構造のものである。こ7T，§8．16，（特に刀0．1）を  
参照せよ。  
心＝ この主b‘nyとヨプ記42：13の∩即コびを比べよ。許しくは∴拙著、n毎乙b椚砿  
刀γα〃7〟げ才力βGロOd God∫，1973－87－88を見よ。  




51〉 拙著rカβこセαγゴ掠刀γα〃iαげ′ゐβG押♂Gβれ1973－16′89を参照。  
ところで、GoTdonは彼の最新の訳において、従来とは全く興って、“Butthey   








㌫＝ DallOOd，UガP25；Ca〔1uOt如‘症．TO 540．no・m．  
封‖ AユStleit11er，Ⅳぴ5，♯1166；凡才五r，97．  
別り Dietrich－Loretz－Sanmart血．UF8．435fを参照。  
い‖ Gordon，クエ且′グU．48．  
87）Gray，KTL，19，60；1）river．CML．37，165；GibsDn．CML5．92，146；Aartun，  
β盲βPαγf五庵βJ弟dβ∫ Lなαγfg∫∫Cゐβ調∫′，44．  
封‖ SaurelトKestemo】1t，ぴダ3，206  
鋸＝ Gordon．UT，85：’Linf．abs，町aldd－”  
8D）CJ4月A－Ⅰ，292f．  
町 dガ勘1457．  
82〉「7人の息子」を生むという理想的なテーマについてほ、拙著rカβUgαγ古′まどかγα刑α  
ザメカβGロロd Gロd∫，192－194 を参照せよ。  
郎＝ Gordon，クエび〃，123．  
64）＾jstlcitncr，WUS，机166iCaquot elal，TO 341；Driver，CJWL．71；A・S．   
Ⅰくapelmd一‘‘月aalandtIle工）cvourer5∴Lセ．シ了（1969〕，320ニ“1、be］）evolユreTS  
wi11make yolユkrleel，SO bear the Voracious Oncs！′  
6S）D．T．Tsuml汀a，Ufll，782．  
町 へプル語散文で通常よくある順序ほ、impv・＋impv・；impvL十qtl；inlPV＋   
）7qtlであって、命令形が後者に来ることはまれである。T・0・Lambd血∫光≠γDd祝仁一  
杭購わ上沼蕨元＝熱血Ⅷ L〔瓜doIl，1971．§107 を見よ。  
射＝ 非人称の3人称・複数形と考える。   
